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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成22年６月29日に提出した第62期（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）有価証券報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を

提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　　第５　経理の状況　

　　　　１　連結財務諸表等

　　　　 (1)　連結財務諸表

　 　　　　　 注記事項

 　　　　　　 （有価証券関係）

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第５【経理の状況】
１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

【注記事項】

 (有価証券関係)

   （訂正前）

  前連結会計年度(自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日)

１　（略）

　

２．その他有価証券で時価のあるもの

　

区 分 種 類
取得原価
(百万円)

連結貸借対照表計上額
(百万円)

差 額
(百万円)

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 4,792 9,569 4,777

(2) 債券 　 　 　

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小 計 4,792 9,569 4,777

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 3,444 2,625 △818

(2) 債券 　 　 　

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 ― ― ―

(3) その他 43 24 △18

小 計 3,487 2,650 △837

合 計 8,280 12,219 3,939

(注) １．当連結会計年度の取得原価は減損処理額179百万円控除後の金額であります。

２．減損処理にあたっては、連結会計年度末の時価が取得原価に比べ50％程度以上下落した場合に減損処理を

行っております。また、30～50％程度下落した場合は、過去一年間の月末の平均時価を算出し、取得原価に比べ

て30％以上の下落であった時に減損処理を行っております。

　

３～５　（略）
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  当連結会計年度(自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日)

１　（略）

　

２．その他有価証券（平成22年3月31日）

　

区 分 種 類
連結貸借対照表計上額

(百万円)
取得原価
(百万円)

差 額
(百万円)

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 13,465 5,646 7,818

(2) 債券 　 　 　

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 ― ― ―

(3) その他 0 0 0

小 計 13,466 5,647 7,818

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 2,830 3,517 △686

(2) 債券 　 　 　

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 ― ― ―

(3) その他 673 743 △70

小 計 3,503 4,261 △757

合   計 16,969 9,908 7,061

(注）１．当連結会計年度の取得原価は減損処理額１百万円控除後の金額であります。

２．減損処理にあたっては、連結会計年度末の時価が取得原価に比べ50%程度以上下落した場合に減損処理を行っ

ております。また、30～50%程度下落した場合は、過去一年間の月末の平均時価を算出し、取得原価に比べて30%

以上の下落であった時に減損処理を行っております。　　　　

　

３　（略）
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   （訂正後）

  前連結会計年度(自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日)

１　（略）

　

２．その他有価証券で時価のあるもの

　

区 分 種 類
取得原価
(百万円)

連結貸借対照表計上額
(百万円)

差 額
(百万円)

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 4,941 6,751 1,809

(2) 債券 　 　 　

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小 計 4,941 6,751 1,809

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 6,423 5,444 △979

(2) 債券 　 　 　

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 ― ― ―

(3) その他 43 24 △18

小 計 6,466 5,468 △998

合 計 11,408 12,219 811

(注) １．当連結会計年度の取得原価は減損処理額179百万円控除後の金額であります。

２．減損処理にあたっては、連結会計年度末の時価が取得原価に比べ50％程度以上下落した場合に減損処理を

行っております。また、30～50％程度下落した場合は、過去一年間の月末の平均時価を算出し、取得原価に比べ

て30％以上の下落であった時に減損処理を行っております。

　

３～５　（略）
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  当連結会計年度(自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日)

１　（略）

　

２．その他有価証券（平成22年3月31日）

　

区 分 種 類
連結貸借対照表計上額

(百万円)
取得原価
(百万円)

差 額
(百万円)

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 12,546 9,667 2,878

(2) 債券 　 　 　

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 ― ― ―

(3) その他 0 0 0

小 計 12,546 9,668 2,878

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 3,750 4,406 △656

(2) 債券 　 　 　

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 ― ― ―

(3) その他 673 743 △70

小 計 4,423 5,150 △727

合   計 16,969 14,819 2,150

(注）１．当連結会計年度の取得原価は減損処理額１百万円控除後の金額であります。

２．減損処理にあたっては、連結会計年度末の時価が取得原価に比べ50%程度以上下落した場合に減損処理を行っ

ております。また、30～50%程度下落した場合は、過去一年間の月末の平均時価を算出し、取得原価に比べて30%

以上の下落であった時に減損処理を行っております。　　　　

　

３　（略）
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